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市の人口と予算
【人口・世帯】〈12月１日現在〉
合計＝ 151,215人 （＋ 32）（ ）内は前月比
男 ＝ 75,093人 （＋ 17）
女 ＝ 76,122人 （＋ 15）
世帯＝ 53,877世帯 （＋ 68）
【予算】〈12月１日現在〉
一 般 会 計＝35,031,864千円
特別・企業会計＝31,096,025千円

歳
末
火
災
予
防
特
別
警
戒
を
展
開

冬
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が

多
発
し
ま
す
。
何
か
と
忙
し
く
、
火

の
元
へ
の
注
意
も
怠
り
が
ち
で
す
。

消
防
本
部
、
消
防
署
、
消
防
団

で
は
今
月
二
十
五
日
か
ら
三
十
一

日
ま
で
、「
歳
末
火
災
予
防
特
別
警

戒
」
を
展
開
し
ま
す
。

期
間
中
は
、
市
内
全
域
で
消
防

車
両
な
ど
に
よ
る
警
戒
パ
ト
ロ
ー

ル
や
広
報
活
動
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

こ
と
し
一
月
か
ら
十
一
月
末
ま

で
に
市
内
で
は
、
四
十
一
件
（
昨

年
同
期
二
十
六
件
）
の
火
災
が
発

生
。
負
傷
者
九
人
、
損
害
額
は
お

よ
そ
八
千
五
百
八
十
二
万
円
に
上

っ
て
い
ま
す
。

主
な
火
災
原
因
は
、
①
放
火
・

放
火
の
疑
い
②
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
放

置
③
ご
み
焼
却
の
不
注
意
④
ス
ト

ー
ブ
の
取
り
扱
い
不
注
意
の
順
に

な
っ
て
い
ま
す
。

多
く
の
大
切
な
も
の
を
失
っ
て

し
ま
う
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

下
表
の
点
な
ど
に
、
一
人
ひ
と
り

が
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

□問
消
防
本
部
予
防
消
防
課
�
58

―
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第
四
回
定
例
市
議
会
が
十
一

月
三
十
日
に
開
会
し
、
当
初
提

案
議
案
八
件
お
よ
び
追
加
提
案

議
案
十
件
に
つ
い
て
審
議
中
で
、

会
期
は
今
月
十
八
日
ま
で
。

こ
の
定
例
市
議
会
の
冒
頭
、

眉
山
市
長
は
「
新
川
耕
地
有
効

活
用
計
画
に
つ
い
て
」
な
ど
市

政
に
つ
い
て
の
一
般
報
告
を
行

い
ま
し
た
。

（
関
連
記
事
２
・
３
面
）

第
4
回
定
例
市
議
会

18
議
案
を
審
議
中

①家の回りに燃えやすいものを置かない
②寝たばこやたばこの投げ捨てはしない
③コンロを使っているときは、その場を離れない
④風の強いときは、たき火をしない
⑤マッチやライターは、子どもの目につかない場所へ保管する
⑥電気器具は正しく使い、タコ足配線はしない
⑦ストーブには、燃えやすいものを近づけない

火事を未然に防ぐために

ひ
っ
た
く
り
や
空
き
巣
狙
い
に
ご
用
心

来
年
1
月
3
日
ま
で

パ
ト
ロ
ー
ル
や
検
問
を
強
化

年
末
年
始
は
、
皆
さ
ん
の
ち
ょ

っ
と
し
た
油
断
や
ス
キ
を
狙
っ
た

「
ひ
っ
た
く
り
」
や
「
空
き
巣
狙

い
」
な
ど
の
犯
罪
や
、
雑
踏
で
の

事
故
の
多
発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

警
察
で
は
、
こ
う
し
た
犯
罪
を

防
止
す
る
た
め
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や

検
問
な
ど
地
域
安
全
運
動
を
強
化

し
ま
す
。

明
る
い
新
年
を
迎
え
る
た
め
に

も
、
犯
罪
や
事
故
に
巻
き
込
ま
れ

な
い
よ
う
に
、
次
の
点
な
ど
に
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

【
ひ
っ
た
く
り
】

バ
イ
ク
や
自
転
車
で
近
づ
い
て

来
て
、
肩
に
か
け
た
か
ば
ん
や
自

転
車
の
前
か
ご
に
入
れ
た
荷
物
を

奪
い
ま
す
。
荷
物
は
胸
に
抱
え
る

よ
う
に
し
て
歩
い
た
り
、
自
転
車

の
と
き
は
ひ
っ
た
く
り
防
止
ネ
ッ

ト
を
か
ぶ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
暗
い
道
は
避
け
、
遠

回
り
で
も
明
る
い
道
を
選
び
ま
し

ょ
う
。

【
空
き
巣
】

短
時
間
の
外
出
で
も
、
戸
締
ま

り
を
し
っ
か
り
し
、
ド
ア
や
窓
に

は
鍵
を
二
つ
以
上
付
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
鍵
を
植
木

鉢
の
下
や
郵
便
受
け
に
入
れ
て
外

出
す
る
の
は
、
や
め
ま
し
ょ
う
。

□問
流
山
警
察
署
�
59
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事件や事故が起きたときは、すぐに110番へ。
また、言葉や耳が不自由な方は、ファックス（０
１２０－１１０２９４）をご利用ください。
なお、緊急を要しない用件で110番を使用する
と、回線がいっぱいになり、緊急時に対応できな
くなってしまいます。緊急でない用件は相談サポ
ートコーナー（０４３－２２７－９１１０）、ま
たは流山警察署（５９－０１１０）へ。

１月10日は「110番の日」

年末年始のごみ収集

収集曜日（地区） 12月最終収集日 1月収集開始日
可
燃
ご
み

不
燃
ご
み

資
源
物
、
有
害
・
危
険
ご
み

月 ・ 木 曜 地 区

火 ・ 金 曜 地 区

水 ・ 土 曜 地 区

月 曜 地 区

火 曜 地 区

水 曜 地 区

木 曜 地 区

金 曜 地 区

第１・３月曜地区

第１・３火曜地区

第１・３水曜地区

第１・３木曜地区

第１・３金曜地区

第１・３土曜地区

第２・４月曜地区

第２・４火曜地区

第２・４水曜地区

第２・４木曜地区

第２・４金曜地区

第２・４土曜地区

28日�

29日�

30日�

25日�

26日�

27日�

28日�

29日�

18日�

19日�

20日�

21日�

15日�

16日�

25日�

26日�

27日�

28日�

22日�

23日�

４日�

５日�

６日�

８日�

９日�

10日�

４日�

５日�

15日�

16日�

17日�

４日�

５日�

６日�

８日�

９日�

10日�

11日�

12日�

13日�

年末年始のごみ収集日は、下表のとおりです。
ごみを出すときは、①可燃ごみ、不燃ごみ、資源物、有害・
危険ごみをきちんと分別し、決められた袋で出す②決められた
曜日の午前８時30分までに所定の集積所に出す③粗大ごみは電
話で事前に予約する－など、周囲の家庭に迷惑をかけないよう
ルールを守って、ごみを出してください。
□問清掃事務所�54－５５０１

急病の場合は休日診療所へ
診 療 日　12月30日�～平成13年１月３日�
診療場所　保健センター内休日診療所

�55-3456（西初石４丁目、初石駅下車徒
歩約８分）

診療科目　①内科・小児科（９時
～11時30分、13時
～16時30分）

②歯科（９時～11時30
分）

※健康保険証を忘れずに。往診は
しません。なお、夜間は医療機関
が当番制で診療します。当番医の
確認は消防本部�58－0119へ

年 末 年 始 の 業 務 案 内
施　　　設　　　名 備　　　　　　　考

戸籍の届け出や緊急時は市役所守衛室�58－1180へ

漏水などは�流山水道センター�59－9106へ

展示室改修工事のため3月31日まで休館中

（事務室業務は12月29日から1月3日まで休業）

返却ボックスは12月28日15時から１月４日10時まで閉鎖

12月24日、１月７日の呈茶は休み

入浴は12月27日から1月4日まで利用できません

1月4日から12日ごろまでは混雑が予想されます

12月31日は通夜の使用不可

一般健康相談、水質検査、腸内細菌検査、エイズ検査、

不用犬猫引き取りについては事前に問い合わせを

27 28 29 30 31 1 2 3 4 5

水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

12月 1月

市役所、各出張所

ケアセンター

保健センター

水道局

文化会館、各公民館、南流山センター

●：閉庁、休館、運休など

● ● ● ● ● ●

●

● ● ● ● ● ●

●
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● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ●
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● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ●
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● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ● ● ● ●

博物館

中央図書館、森の図書館、各分館

一茶双樹記念館

総合体育館

流山コミュニティプラザ

勤労青少年ホーム

各福祉会館

身体障害者福祉センター

老人福祉センター

児童館・児童センター

公共施設間循環バス

運転免許センター

ウイングホール柏斎場

柏保健所

笑
顔
で
新
年
を
迎
え
る
た
め
に

も
う
一
度
火
の
元
を
チ
ェ
ッ
ク
！

高齢者のデイサービスは12月30日から1月3日まで休業

（受付時間）
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火災が発生したときは直ちに現場へ急行
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市
議
会
議
場
で
一
般
報
告
を
す
る
眉
山
市
長

広大な新川耕地

平
成
十
二
年
第
四
回
定
例
市
議
会
の
冒

頭
、
眉
山
市
長
は
、
十
項
目
に
つ
い
て
市
政

の
一
般
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
項
目
は
、

「
新
川
耕
地
有
効
活
用
計
画
」「
千
葉
地
方
法

務
局
流
山
出
張
所
」「
第
十
七
回
国
勢
調
査
」

「
公
共
施
設
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
問
題
」「
災
害
時
に
お

け
る
協
力
に
関
す
る
協
定
」「
オ
ウ
ム
真
理

教
（
ア
レ
フ
に
改
称
）
対
策
」「
ご
み
焼
却

施
設
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
測
定
結
果
」

「
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
事
業
の
進
捗

状
況
」「
常
磐
新
線
の
進
捗
状
況
」「
常
磐
新

線
沿
線
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
」
に
つ
い
て

で
す
。
こ
れ
ら
の
項
目
に
つ
い
て
、
要
約
し

て
紹
介
し
ま
す
。

多
く
の
ご
み
を
焼
却
し
て
い
る

清
掃
事
務
所
「
清
美
園
」

【
新
川
耕
地
有
効
活
用
計
画
】

こ
の
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
は
、

土
地
所
有
者
の
意
向
を
十
分
反
映

す
る
た
め
、
九
月
に
郵
送
方
式
で

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
市
内
外
を
合
わ
せ
、
六
百
十

九
人
の
土
地
所
有
者
に
ア
ン
ケ
ー

ト
票
を
発
送
し
た
と
こ
ろ
、
約
六

十
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
四
百

通
を
回
収
し
、
現
在
、
そ
の
解
析

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
計
画
は
、
今
年
中

の
策
定
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
発
送
の
遅
れ
や
回
収

後
の
解
析
作
業
な
ど
に
多
く
の
時

間
を
費
や
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

策
定
は
来
年
に
な
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

【
千
葉
地
方
法
務
局
流
山
出
張

所
】千

葉
地
方
法
務
局
流
山
出
張
所

の
統
廃
合
に
つ
い
て
は
、
こ
と
し

二
月
に
突
如
と
し
て
本
市
に
も
た

ら
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
議

会
に
お
け
る
統
合
反
対
の
決
議
や

市
と
し
て
の
要
望
を
関
係
機
関
に

行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
商
工
会
や
農
協
、
青

年
会
議
所
、
宅
地
建
物
取
引
業
協

会
な
ど
の
諸
団
体
に
よ
る
署
名
活

動
が
展
開
さ
れ
、
九
月
十
九
日
に

は
、
一
万
三
千
九
百
六
十
六
人
の

署
名
簿
を
添
え
、
法
務
大
臣
に
直

接
、
流
山
市
と
し
て
流
山
出
張
所

の
存
続
に
つ
い
て
強
く
要
請
し
ま

し
た
。

今
後
と
も
常
磐
新
線
沿
線
開
発

等
を
抱
え
る
本
市
の
特
殊
事
情
を

関
係
当
局
に
強
く
訴
え
、
そ
の
存

続
に
つ
い
て
要
望
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

【
第
十
七
回
国
勢
調
査
】

本
調
査
の
集
計
作
業
は
、
現
在

行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
、

世
帯
数
、
世
帯
人
員
を
と
り
ま
と

め
た
要
計
表
等
を
県
に
提
出
し
ま

し
た
。

要
計
表
に
よ
る
と
、
人
口
は
男

性
七
万
四
千
七
百
五
人
、
女
性
七

万
五
千
七
百
九
十
二
人
の
総
人
口

十
五
万
四
百
九
十
七
人
、
世
帯
数

五
万
三
千
三
百
三
十
七
世
帯
と
な

っ
て
い
ま
す
。
人
口
の
集
計
速
報

に
つ
い
て
は
、
総
務
庁
統
計
局
か

ら
発
表
さ
れ
た
後
、
順
を
追
っ
て

各
デ
ー
タ
が
公
表
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

【
公
共
施
設
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
問
題
】

10
月
に
、
近
隣
市
お
よ
び
東
京

都
下
等
の
小
学
校
で
教
室
の
蛍
光

灯
の
安
定
器
が
破
裂
し
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ

の
溶
液
が
児
童
に
振
り
か
か
る
と

い
う
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

政
府
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
安
全
対
策

に
つ
い
て
閣
議
了
承
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
に
よ
り
各
省
庁
は
、
学
校
な

ど
公
共
の
施
設
で
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
使
っ

た
蛍
光
灯
用
の
安
定
器
の
使
用
状

況
を
調
査
し
、
平
成
十
三
年
度
末

ま
で
に
交
換
す
る
な
ど
の
対
策
を

と
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

本
市
で
も
現
在
、
市
内
公
共
施

設
に
お
い
て
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
使
用
し

た
安
定
器
の
使
用
状
況
を
調
査
し

て
お
り
、
間
も
な
く
結
果
が
判
明

し
ま
す
。
ま
た
、
調
査
結
果
に
基

づ
き
、
早
急
に
対
策
を
講
じ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
災
害
時
に
お
け
る
協
力
に
関

す
る
協
定
】

災
害
時
に
お
け
る
協
力
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
近
隣
各
市

や
県
下
市
町
村
等
と
各
種
の
協
定

を
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
万
一
、
大
規
模
な
災

害
が
発
生
し
、
不
幸
に
し
て
多
数

の
方
々
が
亡
く
な
ら
れ
る
よ
う
な

場
合
に
は
、
行
政
が
犠
牲
と
な
っ

た
方
々
に
対
し
、
手
厚
く
迅
速
な

対
応
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
こ
の
た
び
、
専
門
的
な

立
場
に
あ
る
市
内
葬
祭
事
業
者
九

社
お
よ
び
全
国
組
織
の
社
団
法
人

全
日
本
冠
婚
葬
祭
互
助
協
会
と

「
災
害
時
に
お
け
る
協
力
に
関
す
る

協
定
」
を
取
り
交
わ
し
、
災
害
に

対
す
る
体
制
を
整
え
た
も
の
で
す
。

【
オ
ウ
ム
真
理
教
（
ア
レ
フ
に

改
称
）
対
策
】

地
域
住
民
の
不
安
の
解
消
と
平

穏
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、

十
一
月
六
日
、
流
山
市
オ
ウ
ム
真

理
教
（
ア
レ
フ
に
改
称
）
連
絡
会

議
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
構
成
団

体
と
し
て
は
、
防
犯
協
会
・
市
議

会
・
教
育
委
員
会
・
八
木
地
区
オ

ウ
ム
対
策
協
議
会
・
東
部
地
区
オ

ウ
ム
真
理
教
対
策
協
議
会
・
商
工

会
・
県
宅
建
協
会
流
山
支
部
・
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
・
市
の
九
団
体

で
す
。
設
立
会
議
で
は
、「
オ
ウ
ム

真
理
教
（
ア
レ
フ
に
改
称
）
信
徒

の
流
山
市
か
ら
の
立
ち
退
き
を
要

求
す
る
」
と
の
決
議
を
行
う
と
と

も
に
、
十
一
月
十
二
日
に
は
、
防

犯
協
会
主
催
、
流
山
市
オ
ウ
ム
真

理
教
（
ア
レ
フ
に
改
称
）
連
絡
会

議
共
催
に
よ
る
「
オ
ウ
ム
真
理
教

の
実
態
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講

演
会
が
市
総
合
体
育
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

八
木
地
区
オ
ウ
ム
対
策
協
議
会

で
は
、
二
回
目
の
オ
ウ
ム
反
対
総

決
起
集
会
が
開
催
さ
れ
、
東
部
地

区
で
も
、
東
部
地
区
オ
ウ
ム
真
理

教
対
策
協
議
会
が
十
月
二
十
八
日

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
市
と
し
て
は
、
市
民
の

安
寧
秩
序
の
維
持
を
目
指
し
、「
流

山
市
オ
ウ
ム
真
理
教
（
ア
レ
フ
に

改
称
）
連
絡
会
議
」
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
総
合
的
な
施
策
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

【
ご
み
焼
却
施
設
の
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
の
測
定
結
果
】

本
年
度
の
前
期
の
測
定
と
し
て

八
月
四
日
に
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

の
測
定
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
が

十
月
六
日
に
検
査
機
関
か
ら
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

炉
別
の
詳
細
の
測
定
数
値
に
つ

い
て
は
、
一
号
炉
の
電
気
集
じ
ん

器
出
口
排
ガ
ス
濃
度
が
一
立
方
メ

ー
ト
ル
当
た
り
○
・
二
○
ナ
ノ
グ

ラ
ム
、
二
号
炉
で
は
、
○
・
○
九

三
ナ
ノ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
お
り
、

昨
年
十
二
月
の
測
定
値
（
一
号
炉

○
・
四
六
ナ
ノ
グ
ラ
ム
、
二
号
炉

○
・
一
六
ナ
ノ
グ
ラ
ム
）
と
比
較

し
て
も
良
好
な
測
定
値
と
な
っ
て

お
り
、
平
成
十
四
年
十
二
月
一
日

以
降
に
適
用
さ
れ
る
排
ガ
ス
出
口

の
基
準
値
一
ナ
ノ
グ
ラ
ム
を
ク
リ

ア
で
き
る
数
値
結
果
と
な
っ
て
い

ま
す
。

今
後
と
も
、
国
が
示
す
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
お
よ
び
維
持
管
理
基
準
に

沿
っ
た
運
転
管
理
等
の
徹
底
を
図

り
、
一
層
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の

削
減
と
安
全
の
確
保
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備

事
業
の
進
捗
状
況
】

九
月
定
例
議
会
の
一
般
報
告
で
、

廃
棄
物
処
理
施
設
お
よ
び
地
域
融

和
施
設
建
設
予
定
地
の
地
権
者
の

事
業
協
力
の
同
意
状
況
に
つ
い
て
、

対
象
世
帯
の
約
七
十
パ
ー
セ
ン
ト

の
同
意
書
を
い
た
だ
い
た
旨
の
報

告
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の

後
も
引
き
続
き
同
意
を
お
願
い
し

た
と
こ
ろ
、
現
時
点
で
対
象
世
帯

数
の
約
八
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
地

権
者
か
ら
同
意
書
を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
地
権
者
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

し
か
し
、
両
事
業
は
同
時
期
に

一
体
的
に
と
の
地
元
の
要
望
を
基

本
に
据す

え
、
地
域
融
和
施
設
事
業

に
つ
い
て
は
、
収
用
委
員
会
の
指

導
に
基
づ
き
、
全
員
同
意
の
取
得

に
努
力
し
て
き
ま
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
目

標
が
達
成
で
き
ず
、
収
用
認
定
や

税
控
除
の
手
続
き
等
が
進
め
ら
れ

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
地
元

下
花
輪
の
地
権
者
有
志
の
皆
様
か

ら
十
一
月
二
十
四
日
付
け
で
要
望

書
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

要
望
の
内
容
は
、「
約
八
十
五
パ

ー
セ
ン
ト
の
地
権
者
が
同
意
し
た

も
の
の
、
収
用
認
定
申
請
も
で
き

な
い
状
態
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
多

く
の
地
権
者
は
こ
れ
か
ら
ど
う
な

る
の
か
不
安
で
す
。
地
権
者
の
不

安
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
市
は
英
断
を
も
っ
て

対
処
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の

主
旨
で
し
た
。

市
と
し
て
は
、
同
意
を
い
た
だ

い
た
地
権
者
の
心
情
を
考
え
る
と
、

こ
の
ま
ま
事
業
を
停
滞
さ
せ
る
こ

と
は
好
ま
し
く
な
い
も
の
と
判
断

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
誠
に
遺
憾

に
存
じ
ま
す
が
、
廃
棄
物
処
理
施

設
用
地
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画

決
定
の
手
続
き
を
進
め
な
が
ら
仮

契
約
を
締
結
し
て
、
で
き
れ
ば
本

議
会
に
追
加
議
案
と
し
て
提
案
す

る
考
え
で
す
。

一
方
、
地
域
融
和
施
設
用
地
に

つ
い
て
は
、
県
収
用
委
員
会
か
ら

全
員
の
同
意
書
の
添
付
を
指
導
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

全
員
同
意
に
向
け
全
力
を
傾
注
し
、

収
用
認
定
や
税
控
除
の
手
続
き
等

を
経
て
、
早
期
に
用
地
取
得
が
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
態
に
至
っ
て
い

る
こ
と
は
、
地
権
者
に
対
し
て
大

変
申
し
訳
な
く
思
い
ま
す
が
、
廃

棄
物
処
理
施
設
事
業
の
緊
急
性
、

重
要
性
等
を
ご
賢
察
の
う
え
、
ご

理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

「
流
山
都
市
計
画
ご
み
焼
却
場

の
変
更
」
に
伴
う
都
市
計
画
決
定

の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
県
と
協

議
を
重
ね
て
い
た
原
案
協
議
が
整

っ
た
こ
と
か
ら
、
十
月
十
六
日
か

ら
十
月
三
十
日
ま
で
の
二
週
間

「
流
山
都
市
計
画
ご
み
焼
却
場
の
変

更
」
の
都
市
計
画
の
案
の
縦
覧
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
延
べ
三
十
七
人

の
方
の
縦
覧
が
あ
り
、
意
見
書
に

つ
い
て
は
、
二
千
八
百
五
人
の
方

か
ら
三
千
件
の
提
出
が
あ
り
ま
し

た
。
現
在
、
意
見
書
の
整
理
等
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

な
お
、
こ
の
都
市
計
画
の
変
更

に
つ
い
て
は
、
十
一
月
二
十
七
日

に
都
市
計
画
審
議
会
に
付
議
し
た

と
こ
ろ
で
す
の
で
、
今
後
、
慎
重

審
議
の
う
え
、
原
案
ど
お
り
答
申

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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常
磐
新
線
の
工
事
が
着
々
と
進
む
Ｊ
Ｒ
南
流
山
駅
付
近

※土・日・月曜は受け付けません

【
常
磐
新
線
の
進
捗
状
況
】

常
磐
新
線
は
、
平
成
十
七
年
度

の
開
業
に
向
け
て
、
一
都
三
県
の

四
十
五
か
所
で
工
事
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
平
成
十
二
年
九
月
末
時

点
の
工
事
着
手
率
は
約
五
十
五
パ

ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
で
は
、
す
で
に
江
戸
川
橋

梁
工
事
や
南
流
山
駅
周
辺
の
ト
ン

ネ
ル
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
九
月
に
は
区
画
整
理
区
域
外

の
す
べ
て
の
箇
所
の
工
事
が
発
注

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
都
市
基
盤
整
備
公
団
施

行
の
新
市
街
地
地
区
内
に
お
い
て

は
、
新
市
街
地
駅
の
工
事
が
来
年

の
一
月
を
目
途
に
発
注
で
き
る
よ

う
設
計
を
進
め
て
い
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
同
地
区
内
の
東
武
野

田
線
新
駅
に
つ
い
て
は
、
九
月
末

に
流
山
市
、
都
市
基
盤
整
備
公
団
、

東
武
鉄
道
株
式
会
社
、
首
都
圏
新

都
市
鉄
道
株
式
会
社
、
日
本
鉄
道

建
設
公
団
の
関
係
五
者
に
よ
り
、

基
本
的
な
合
意
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
常
磐
新
線
の
開
業
と
同

時
期
の
開
設
を
目
途
に
、
東
武
野

田
線
新
駅
の
設
計
な
ど
に
着
手
し

て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
総
武
流
山
電
鉄
と
の
調

停
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
で
に
十

回
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
件
が

一
日
も
早
く
解
決
し
、
事
態
の
収

拾
が
図
ら
れ
る
よ
う
引
き
続
き
調

停
に
臨
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

【
常
磐
新
線
沿
線
整
備
事
業
の

進
捗
状
況
】

西
平
井
・
鰭
ケ
崎
地
区
で
は
、

一
部
造
成
計
画
の
見
直
し
に
伴
う

事
業
計
画
変
更
の
手
続
き
を
進
め

て
き
ま
し
た
が
、
縦
覧
や
説
明
会

を
実
施
し
て
き
た
結
果
、
意
見
書

の
提
出
も
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

十
一
月
七
日
付
け
で
県
知
事
か
ら

事
業
計
画
変
更
の
認
可
を
受
け
、

十
一
月
十
五
日
に
公
告
し
た
と
こ

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
手
引
き

平成12年第4回定例市議会 

建
て
替
え
や
老
朽
化
な
ど
で
家

屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
に
は
、「
家

屋
滅
失
届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

家
屋
滅
失
届
は
、
取
り
壊
し
に

よ
っ
て
存
在
し
な
い
居
宅
や
物

置
、
車
庫
な
ど
が
課
税
さ
れ
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
の
手
続
き
で
す
。

平
成
十
一
年
以
前
に
取
り
壊

し
た
場
合
は
、
家
屋
取
壊
証
明

書
の
添
付
が
必
要
で
す
。
取
り

壊
し
た
後
に
新
築
や
増
築
を
し

た
場
合
は
、
家
屋
調
査
の
際
、

調
査
員
に
家
屋
を
滅
失
し
た
こ

と
を
告
げ
る
だ
け
で
手
続
き
が

済
み
ま
す
。

□問
資
産
税
課
�
50
―

６
０
７
４

家屋を取り壊したら
滅失届を忘れずに！

家屋を取り壊したら
滅失届を忘れずに！

家屋を取り壊したら
滅失届を忘れずに！

家屋を取り壊したら
滅失届を忘れずに！

家屋を取り壊したら
滅失届を忘れずに！

家屋を取り壊したら
滅失届を忘れずに！

家屋を取り壊したら
滅失届を忘れずに！

家屋を取り壊したら
滅失届を忘れずに！

家屋を取り壊したら
滅失届を忘れずに！

家屋を取り壊したら
滅失届を忘れずに！

家屋を取り壊したら
滅失届を忘れずに！

家屋を取り壊したら
滅失届を忘れずに！

家屋を取り壊したら
滅失届を忘れずに！

家屋を取り壊したら
滅失届を忘れずに！

家屋を取り壊したら
滅失届を忘れずに！

家屋を取り壊したら
滅失届を忘れずに！

家屋を取り壊したら
滅失届を忘れずに！

平
成
十
三
年
度
と
十
四
年

度
に
市
が
発
注
す
る
建
設
工

事
や
物
品
購
入
・
製
造
な
ど

の
入
札
参
加
資
格
審
査
の
申

請
を
下
表
の
と
お
り
受
け
付

け
ま
す
。

今
回
の
受
け
付
け
は
、
新

規
登
録
と
な
り
ま
す
の
で
、

登
録
を
希
望
す
る
事
業
者
は

す
べ
て
対
象
と
な
り
ま
す
。

建
設
工
事
の
申
請
に
つ
い

て
は
、「
経
営
事
項
審
査
結
果

通
知
書
」
の
写
し
も
合
わ
せ

て
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
手
続
き
に
必

要
な
申
請
用
紙
（
一
部
五
百

円
）
は
、
今
月
二
十
日
か
ら

二
十
六
日
お
よ
び
来
年
一
月

九
日
か
ら
十
五
日
ま
で
管
財

課
窓
口
で
販
売
し
ま
す

（
土
・
日
曜
を
除
く
）。

□問
管
財
課
�
50
―

６
０
６

９

業　　種 受付期間 受付時間 受付場所
物品購入・製造・
その他業務

測量・
コンサルタント業務

建設工事

１月24日～２月２日

２月６日～２月13日

２月14日～２月20日

９：30～11：00
13：30～16：00

文化会館
（会議室）

介護保険
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し

て
八
か
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
市

内
で
要
介
護
・
要
支
援
の
認
定
を

受
け
た
方
は
現
在
約
千
七
百
人
に

上
り
ま
す
。

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
に
は
、

大
き
く
分
け
て
在
宅
サ
ー
ビ
ス
と

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
二
つ
が
あ
り
、

要
介
護
・
要
支
援
の
認
定
を
受
け

た
方
は
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
は
、
要
介
護

の
認
定
を
受
け
た
方
の
み
利
用
で

き
ま
す
。

本
市
で
は
、
介
護
が
必
要
に
な

っ
て
も
、
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ

た
自
宅
で
、
自
立
し
た
生
活
が
で

き
る
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
在
宅
で
介
護
を
受
け

て
い
る
方
が
、
一
時
的
に
施
設
で

介
護
を
受
け
る
短
期
入
所
サ
ー
ビ

ス
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
の
利
用

限
度
日
数
の
拡
大
と
、
本
市
で
来

年
一
月
か
ら
運
用
が
始
ま
る
訪
問

通
所
サ
ー
ビ
ス
と
短
期
入
所
サ
ー

ビ
ス
の
支
給
限
度
額
の
一
本
化
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
拡
大
措
置
】

認
定
更
新
申
請
等
の
際
に
、
次

の
三
つ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

場
合
は
、
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
限
度
日
数
が
拡
大
さ
れ
て
い

ま
す
（
下
表
参
照
）。

①
申
請
月
の
三
か
月
前
と
四
か

月
前
の
訪
問
通
所
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
実
績
が
支
給
限
度
額
の
六
割
未

満
で
あ
る
場
合

②
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

日
数
が
限
度
内
の
場
合

③
病
院
や
施
設
な
ど
の
入
院
・

入
所
日
数
が
七
日
以
内
の
場
合

【
振
替
措
置
】

利
用
者
が
痴
ほ
う
、
介
護
者
が

高
齢
・
病
気
な
ど
で
短
期
入
所
サ

ー
ビ
ス
を
拡
大
し
て
受
け
な
け
れ

ば
、
在
宅
介
護
の
継
続
が
困
難
な

方
が
限
度
日
数
を
超
え
た
場
合
に

は
、
訪
問
通
所
サ
ー
ビ
ス
の
支
給

限
度
額
の
未
利
用
分
の
範
囲
で
、

一
か
月
あ
た
り
二
週
間
を
限
度
に

短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
に
振
り
替
え

利
用
で
き
ま
す
（
左
表
参
照
）。

【
支
給
限
度
額
の
一
本
化
】

現
在
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

支
給
限
度
は
、
訪
問
通
所
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
は
、
一
か
月
間
に
利

用
で
き
る
単
位
数
で
、
ま
た
、
短

期
入
所
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

六
か
月
間
に
利
用
で
き
る
日
数
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
十
四
年

一
月
か
ら
は
、
一
か
月
間
に
利
用

で
き
る
単
位
数
に
一
本
化
さ
れ
ま

す
。
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
「
六
か
月
で
何
日
」
と
い
う
今

の
制
限
を
取
り
止
め
、
訪
問
通
所

サ
ー
ビ
ス
と
同
じ
よ
う
に
一
か
月

単
位
で
、
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
使
う

か
も
利
用
者
や
家
族
が
選
べ
る
と

い
う
も
の
で
す
。

利
用
者
の
利
便
性
や
選
択
性
に

重
点
を
置
い
た
こ
れ
ら
の
制
度
改

正
を
受
け
、
本
市
で
は
、
来
年
一

月
か
ら
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
を
一
か
月
単
位
と
す
る
運
用
を

開
始
し
ま
す
（
左
表
参
照
）。
利
用

の
際
は
、
契
約
し
て
い
る
居
宅
介

護
支
援
事
業
者
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
サ
ー
ビ
ス
費
用
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
市
内
の

短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
利

用
に
限
り
「
受
領
委
任
払
い
方
式
」

に
よ
る
一
割
負
担
で
、
ま
た
市
外

事
業
者
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
償

還
払
い
方
式
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【「
み
ん
な
で
育
て
る
介
護
保

険
・
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
手
引
き
」

を
発
行
】

介
護
保
険
制
度
の
運
営
に
つ
い

て
は
、
大
き
な
混
乱
も
な
く
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
新
し
い
制
度

で
あ
る
た
め
、
分
か
り
や
す
い
説

明
を
求
め
る
声
が
数
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
ほ

ど
本
市
独
自
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と

し
て
「
み
ん
な
で
育
て
る
介
護
保

険
・
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
手
引
き
」

を
作
成
し
、
十
二
月
二
十
日
か
ら

行
政
連
絡
員
を
通
じ
て
全
戸
に
配

布
し
ま
す
。

な
お
、
お
手
元
に
届
か
な
い
方

に
は
、
市
役
所
介
護
支
援
課
、
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
各
出
張

所
、
各
公
民
館
で
も
配
布
し
ま
す
。

介護サービス計画（ケアプラン）を作成し、本人の自立
に向けてお手伝いをする介護支援専門員（ケアマネージャ
ー）が、相互に連絡を取り合い、知識の向上やより良い介
護サービス計画の作成を目的に、連絡会を設立しています。
入会は随時受け付けていますので、ご希望の方は介護
支援課へ問い合わせを。
なお、５回目の連絡会を１月17日午後２時からケアセ
ンターで開催します。当日会場でも入会を受け付けます
ので、お気軽にご来場を。
□問介護支援課�50－６１０９

ケアマネ連絡会で情報交換
～会員も随時募集～

a
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a
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a
a

a
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a
a

a
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a
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a
a

a
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a
a

a
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a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a

短期入所サービスの利用上の目安

要支援

要介護1

要介護2

要介護3

要介護4

要介護5

もともとの上限
（6か月間で使用できる期間）

拡大措置後の上限 振り替え後の上限 平成14年1月から
（本市では来年1月から運用）

７日
（1週間）6か月

14日
（2週間） 6か月

28日
（4週間） 6か月

28日
（4週間） 6か月

42日
（6週間） 6か月

42日
（6週間） 6か月

63日
（9週間） 6か月

49日
（7週間） 6か月

84日
（12週間） 6か月

84日
（12週間） 6か月

91日
（13週間） 6か月

91日
（13週間） 6か月

98日
（14週間） 6か月

14日
（2週間）6か月

14日
（2週間）6か月

21日
（3週間）6か月

21日
（3週間）6か月

42日
（6週間）6か月

6日／1か月

16日／1か月

18日／1か月

24日／1か月

27日／1か月

30日／1か月

入
札
参
加
資
格
審
査

１
月
24
日
か
ら
申
請
受
け
付
け

平
成
13
・
14
年
度
発
注
分
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よ
り
便
利
で
や
さ
し
い
サ
ー
ビ
ス
を

〜
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
利
用
が
充
実
〜

※1か月を4週間として換算しています

□問
介
護
支
援
課

�
50
―

6
1
0
9

ろ
で
す
。

ま
た
、
仮
換
地
指
定
に
向
け
、
換

地
設
計
も
最
終
段
階
を
迎
え
、
十

一
月
二
十
日
か
ら
十
二
月
二
十
二

日
ま
で
全
権
利
者
を
対
象
と
し
た
仮

換
地
の
供
覧
に
入
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
供
覧
結
果
が
ま
と
ま

り
次
第
、
さ
ら
に
審
議
会
並
び
に

評
価
員
会
に
諮
り
、
鉄
道
工
事
を

含
め
て
平
成
十
三
年
度
か
ら
の
工

事
工
程
に
合
わ
せ
て
本
年
度
か
ら

順
次
、
仮
換
地
指
定
を
行
っ
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
木
地
区
で
は
、
十
月
十

八
日
に
建
設
大
臣
か
ら
事
業
計
画

の
第
一
回
変
更
認
可
を
受
け
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
新
市
街
地
地
区
お

よ
び
運
動
公
園
周
辺
地
区
を
含
む

四
地
区
で
は
、
平
成
十
三
年
度
の

鉄
道
用
地
引
き
渡
し
の
た
め
の
諸

準
備
が
鋭
意
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。



職員給与等の公表

区　分 住民基本台帳人口 歳出額
（A） 実質収支 人件費

（B）
人件費率
（B／A）

10年度の
人件費率

11年度
（H12.3.31現在）
149,287人

千円
36,334,157

千円
1,627,302

千円
10,335,967

％
28.4

％
30.6

（１）人件費の状況（普通会計決算）

（２）職員給与費の状況（普通会計当初予算）

（４）職員の初任給の状況 （平成12年４月１日現在）

（３）職員の平均給料月額・平均給与月額および平均年齢の状況（平成12年４月１日現在）

（９）職員手当の状況　　　　　　　　　　　（平成12年４月１日現在）

（５）職員の経験年数別、学歴別平均給料
月額の状況（平成12年４月１日現在）

（７）一般行政職の級別職員数の状況　　　　　（平成12年４月１日現在）

（８）部門別職員数の状況および定員適正化計画 （職員数は各年４月１日現在）

（11）特別職の報酬月額等の状況

（10）人件費削減措置　（本市では厳しい財政事情により、以下のとおり人件費の削減措置を行っています）

（６）昇給期間短縮の状況

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含む

※職員手当には、退職手当を
含まない

※給与月額とは、月々支給される給料および職員手当（期末・勤勉手当、退職手当を除く）の合計

※採用前に民間歴等のある場合には、その期間
を換算し採用後の年数に加算した年数

※職員数は、本市の給与条例に基づく給料表の級区分による
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名

※職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を有する休職者、派遣職員などを
含み、臨時・非常勤職員を除いています
※本市では一般行政部門を対象に、平成９～12年度までの４年間を期間とした定員適正化計画
を策定しています。特別行政部門（教育、消防）および企業会計部門については、参考値を
カッコ書きで示してあります

383,920円（43.05歳）

371,582円（42.08歳）

329,648円（48.08歳）

327,272円（47.06歳）

一般行政職員
（平均給料月額）

本市
県
本市
県

技能・労務職員
（平均給料月額）

493,267円

455,005円

405,650円

377,410円

一般行政職員
（平均給与月額）

本市
県
本市
県

技能・労務職員
（平均給与月額）

区　　　分
決定初任給 採用２年経過日

給　料　月　額
採用２年経過日
給　料　月　額決定初任給

本　　市 国

一般行政職

一
　
般
　
行
　
政
　
職

大

学

卒

高

校

卒

大学卒 181,400円 196,300円
�種184,200円

�種174,400円

高校卒 146,500円 157,700円 141,900円

203,800円

188,900円

151,800円

経験年数 10年

〃 15年

〃 20年

経験年数 10年

〃 15年

〃 20年

区　　分

職　員　数

普通昇給期間
（12～24か月）
を短縮して昇
給した職員数

一般行政職

10年度 11年度

659人

０人

０％０％

668人

０人

比　　　率

区　　分

標 準 的 な
職 務 内 容

職員数（人）

構成比（％）

1年前の構成比（％）

5年前の構成比（％）

８級

局 長
部 長

13

2.4

2.0

2.1

次 長
課 長

51

9.5

7.9

7.5

課長補佐

51

9.5

6.7

6.8

主 幹
係 長
主 査

38

7.1

4.1

3.9

係 長
主 査
副主査

196

36.4

38.4

23.5

７級 ６級 ５級 ４級 ３級 ２級 １級 計

主任主事
主任技師

135

25.1

27.1

37.0

主 事
技 師

50

9.3

12.4

16.8

事務員
技術員

4

0.7

1.4

2.4

538

100

100

100

区 分
11年度 12年度

711 701
224 220
167

87

1,189

166

87

1,174

職 員 数

８年度 12年度

718 701
241 220
168

86

1,213

166

87

1,174

職 員 数
増減 主な増減理由

定員適正化計画
（９年度～12年度）

△４

（△２）

（ ０ ）

△4（△２）

内部管理業務の見直し等
施設運営の見直し等
他部門へ異動

△10
△４
△１

0

△15

一般行政部門
教 育 部 門
消 防 部 門
水道、下水道等
の企業会計部門
合　　　　計

増減

△17

△23

１

△39

区　分

扶養手当

○配偶者 16,000円
○配偶者以外の扶養親族
２人まで １人 5,500円
３人目から １人 2,000円
（16歳～22歳の子１人につき5,000
円加算）

住居手当

○借家の場合（家賃11,500円を超
える場合に限る）
家賃の額に応じて27,500円を限
度に支給

○自宅の場合
世帯主　9,300円
その他　3,100円

通勤手当

期末手当
勤勉手当

退職手当

○電車・バスを利用する場合
定期代を全額支給

○乗用車等を使用する場合
使用距離に応じて5,100円～
32,830円を支給

職制上の段階、職務の級等による
加算措置…有

（平成11年度支給割合）
期末手当 勤勉手当

６月期 1.6 月分 0.6月分
12月期 1.65月分 0.6月分
３月期 0.5 月分
計 3.75月分 1.2月分

（支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 21.0 月分 34.65月分
勤続25年 33.75月分 44.55月分
勤続35年 47.5 月分 62.7 月分
最高限度額 60.0 月分 62.7 月分

その他の加算措置 定年前早期退職
特例措置
（２％～20％加算）

退職時特別昇給 勤続15年以上・勧奨
定年退職者１～２号給

１人当たりの平均支給額 22,073千円

（支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 21.0 月分 28.875月分
勤続25年 33.75月分 44.55月分
勤続35年 47.5 月分 62.7 月分
最高限度額 60.0 月分 62.7 月分

その他の加算措置 定年前早期退職
特例措置
（２％～20％加算）

退職時特別昇給 1号俸

○電車・バスを利用する場合
定期代等45,000円までは全額支
給、それを超える部分は半額
支給（5,000円を限度）

○乗用車等を使用する場合
使用距離に応じて2,000円～
20,900円を支給

○借家の場合（家賃12,000円を超
える場合に限る）
家賃の額に応じて27,000円を限
度に支給

○自宅の場合
1,000円（新築・購入後５年間
2,500円）

○配偶者 16,000円
○配偶者以外の扶養親族
２人まで １人 5,500円
３人目から １人 2,000円
（16歳～22歳の子１人につき5,000
円加算）

本　　　　市 国

職制上の段階、職務の級等による
加算措置…有

（平成11年度支給割合）
期末手当 勤勉手当

６月期 1.6 月分 0.6月分
12月期 1.65月分 0.6月分
３月期 0.5 月分
計 3.75月分 1.2月分

特殊勤務
手　　当

平成11年度
決　　　算

 
 
 

区　　　　　　　分

職員全体に占める手当支給職員の割合
支給対象職員１人当たり平均支給年額

手当の種類（手当数）

代表的な
手当の名称

支給額が多い手当

多くの職員に支給され
ている手当

全　　　職　　　種
61.4％

66,352円

39

消防出動手当、社会福祉手当、

保健手当、清掃業務手当
消防出動手当、社会福祉手当、

保健手当、調理業務手当

調整手当
（平成12年
４月１日）

支給対象地域
支 給 率
支給対象職員数

国の制度
（支給率）

支給対象職員１
人当たり平均支
給年額
（平成11年度決算）

市内全域
10％
1,124人

433,743円

０％

３％

10％

 
 
 

千葉県乙地
成田新東京
国際空港区域

時間外

勤　務

手　当

区分

10年度
（決算）

11年度
（決算）

支給総額

213,007千円

191,676千円

職　員
１人当たり
支給年額

217千円

195千円

削減措置区分

管理職手当の減額

期末・勤勉手当基礎額に
おける加算率の引き下げ

期末手当の減額特別職

一般職

実施期間 内　　　　　　　容

５級職以上の管理職に支給される
管理職手当を10％減額

５級職以上の管理職に支給される期末・勤勉手当
の基礎額に加算する率を一律３％～５％引き下げ

市長、助役、収入役、教育長および市議会
議員に支給される期末手当を10％減額

11年4月から
14年3月まで

同　　上

同　　上

区　分

市　長

助　役

収入役

議　長

副議長

議　員

930,000円

803,000円

744,000円

550,000円

490,000円

460,000円

６月期 2.2月分

12月期 2.25月分

３月期 0.5月分

計 4.95月分

報酬月額等
（平成10年４
月１日適用）

期末手当
（平成11年度支給割合）

□問
人
事
課

�
50
―
６
０
６
８

287,600円

326,856円

392,856円

219,500円

280,625円

336,260円

平成12年12月15日（金曜日） （４）第９８４号

※「（10）人件費削減措置」
のとおり、現在10％減額
して支給しています

（ ）内は平均年齢



利用登録の手続き方法

来
年
4
月
か
ら
の

利
用
者
を
受
け
付
け

継
続
・
新
規
利
用
、
変
更
な
ど
手
続
き
を

自 転 車自 転 車

駐 車 場駐 車 場

登録手数料（年額）

※隣接の柏・野田・松戸市の居住者は、市内居住者と同額

利用登録者
金　　　額（１台につき）

市 内 居 住 者 市内居住者以外

一　　　般 3,000円
6,000円

自転車 原動機付自転車

1,500円高校生以下

6,000円
12,000円

自転車 原動機付自転車

3,000円

部
分
が
登
録
駐
輪
場

部
分
が
自
転
車
放
置
禁
止
区
域

問い合わせ
生活安全課
�50―６０７８

※��、��と平成13年4月1日から共通となる��、��、	
は､各々どちらか空いている駐輪場を利用していただくようになります

①流山駅西側第１
②流山駅西側第２　
③流山駅東側　
④平和台駅第１※共通
⑤平和台駅第２
⑥鰭ケ崎駅第１※共通
⑦鰭ケ崎駅第２
⑧運河堤防
⑨運河駅第１　※共通
⑩運河駅第２
⑪江戸川台駅東口（階層式）
⑫江戸川台駅東口第１
⑬江戸川台駅東口第２
⑭江戸川台駅西口（階層式）
⑮江戸川台駅西口第１
⑯江戸川台駅西口第２
⑰初石駅東側第１　
⑲初石駅東側第３
⑱初石駅東側第２
⑳初石駅西側第１
�初石駅西側第２

申請用紙で申請
〃　（抽選）
〃
〃
〃　　
〃
〃
〃
〃
〃
〃　（抽選）
〃
〃
〃　（抽選）
〃
〃

〃　　

手続き不要
送付するハガキで申請（抽選）
手続き不要

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

送付するハガキで申請（抽選）
手続き不要

〃
送付するハガキで申請（抽選）
手続き不要

〃

〃

共通

共通 〃　　　

〃　　　

登録自転車駐輪場 新規利用登録 継 続 利 用 登 録 駐輪場の変更・取り消し

現在利用している
駐輪場の変更または
取り消しを希望する
方は、ハガキに必要
事項を記入し､各駅
と江戸川台･新川出
張所に設置する投函
箱に入れてください
※第２希望まで記入
してください

自転車⇔原動機　
付自転車

車種の変更を
する方は､ハガキ
に変更内容を記
入し、各駅と江
戸川台・新川出
張所に設置する
投函箱に入れて
ください

車 種 の 変 更

〃

〃

初石駅周辺

（５） 平成12年12月15日（金曜日） 第９８４号

継
続
利
用
者
の
受
付
期
間

は
、
来
年
一
月
五
日
�
か
ら
十

ニ
日
�
ま
で
で
す
。
各
駅
と
江

戸
川
台
・
新
川
出
張
所
に
投

函
箱
を
設
置
し
ま
す
の
で
、
送

付
さ
れ
た
「
登
録
手
続
」
の
ハ

ガ
キ
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

【
②
流
山
駅
西
側
第
二
�
江

戸
川
台
駅
東
口
（
階
層
式
）
�

江
戸
川
台
駅
西
口
（
階
層
式
）

の
駐
輪
場
を
希
望
す
る
場
合
】

②
�
�
こ
れ
ら
の
駐
輪
場
は

利
用
希
望
者
が
多
い
た
め
、
抽

選
で
決
定
し
ま
す
。
送
付
さ
れ

た
ハ
ガ
キ
に
第
一
希
望
、
第
二

希
望
の
駐
輪
場
名
を
記
入
し
、

一
月
十
二
日
�
ま
で
に
各
駅
と

江
戸
川
台
・
新
川
出
張
所
に

設
置
し
た
投
函
箱
に
入
れ
て
く

だ
さ
い
。
現
在
②
�
�
を
利
用

し
て
い
る
方
で
も
、
継
続
す
る

場
合
は
、
抽
選
で
決
定
し
ま
す

の
で
手
続
き
が
必
要
で
す
。

な
お
、
②
�
�
以
外
の
駐
輪

場
を
、
引
き
続
き
利
用
す
る
場

合
は
手
続
き
不
要
で
す
。
ま
た

「
手
続
き
不
要
」
の
駐
輪
場
を

継
続
利
用
者
は

１
月
５
日
か
ら

受
け
付
け

平成13年４月１日採用予定の流山市職員（職種＝左表

参照）を募集します。募集人員はいずれも若干名。

【受験手続き】

▽提出書類＝受験申込書（市指定用紙を人事課で

配布）に必要事項を記入し、本人が人事課へ持参▽

受付期間＝12月15日～平成13年１月11日９時～17時

（12月29日～平成13年１月３日、土・日曜、祝日を除

く）

【試験の日程と内容】

▽第１次試験（一般教養、作文、適性試験）＝平

成13年１月21日�・市ケアセンター▽第２次試験

（面接など）＝日程は第１次試験合格者に通知▽採

用予定日＝平成13年４月１日

調　理　師

機械管理員

土木補修員

職　種

昭和45年４月２日から昭和58
年４月１日までに生まれ、調
理師免許を取得している方、
または平成13年３月末日まで
に取得見込みの方

昭和45年４月２日から昭和

58年４月１日までに生まれ

た方

受験資格（年齢など）

□問人事課�50－６０６８

看護婦（士）
臨時職員登録者の募集
市教育委員会では、平成13年度から働くことの

できる臨時職員（看護婦（士））の登録者を募集しま

す。

▽登録資格＝看護婦（士）の免許を取得している

方▽勤務場所＝市役所▽内容＝児童・生徒の結核

健康診断に伴う予防接種業務▽期間＝平成13年４

月１日～７月31日▽勤務日/時間＝月～金曜/９時

～17時▽時間給＝1，180円（交通費別途支給）

※詳細は問い合わせを
□問学校教育課�50－６１０４

平
成
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
の
自
転
車
駐
車
場
（
以

下
、「
駐
輪
場
」
と
い
い
ま
す
）
の
利
用
登
録
申
請
を

受
け
付
け
ま
す
。
現
在
利
用
し
て
い
る
方
に
は
「
平
成

十
三
年
度
自
転
車
駐
車
場
の
登
録
手
続
」
の
ハ
ガ
キ
を

今
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。
な
お
、
決
定
通
知
書
と
登

録
手
数
料
の
納
入
通
知
書
は
、
三
月
上
旬
に
送
付
す
る

予
定
で
す
。

利
用
し
て
い
る
方
で
、
場
所
の

変
更
や
、
車
種
の
変
更
が
あ
る

場
合
は
、
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

※
共
通
と
な
る
④
⑤
、
⑥

⑦
、
⑨
�
、
�
�
、
�
�
の
駐

輪
場
に
登
録
に
な
っ
た
方
は
、

ど
ち
ら
か
空
い
て
い
る
駐
輪
場

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

【
登
録
取
り
消
し
の
場
合
】

平
成
十
三
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
で
駐
輪
場
の
利
用
を
取

り
消
す
方
は
、
送
付
さ
れ
た
ハ

ガ
キ
に
「
取
消
し
」
と
記
入

し
、
設
置
さ
れ
た
投
函
箱
に
入

れ
て
く
だ
さ
い
。

平成13年4月1日採用予定　市職員を募集

放置自転車をなくし
快適な街づくりを

駅周辺の歩道や車道などは「自転
車放置禁止区域」となっています。
放置自転車は、お年寄りや身体の不
自由な方の歩行の妨げとなります。
自転車は決められた駐輪場へ駐車し
ましょう。

来
年
四
月
か
ら
新
規
で
利
用

す
る
方
は
、
き
ょ
う
十
五
日
か

ら
受
け
付
け
ま
す
。

利
用
希
望
者
は
、
各
駅
と
江

戸
川
台
・
新
川
出
張
所
に
備

え
た
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
直
接
、
市
役
所
生
活

安
全
課
へ
提
出
す
る
か
封
書

で
、
〒
2
7
0
―

0
1
9
2
流

山
市
役
所
生
活
安
全
課
へ

新
規
利
用
者
は

き
ょ
う
15
日
か
ら

受
け
付
け



平成12年12月15日（金曜日） （６）第９８４号

医療保険制度が改正に医療保険制度が改正に来年1
月1日

から

高齢者の負担や高額療養費の負担額などが変わります
医療保険制度の安定的運営を確保するとともに、給付と負担の公平

化などを図るため、医療保険制度が改正になります。これに伴い、平
成13年1月1日から「高齢者の外来・入院の医療費の自己負担が従来
の定額制から、原則一割負担の定率制に」「高額療養費の自己負担限度
額の変更」―などいくつかの点が変わります。今号では、主な改正
点をお知らせします。

柏保健所からのお知らせ義
務
教
育
就
学
前
（
六
歳
到
達
後

最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
）
の
子

ど
も
を
養
育
し
て
い
る
方
に
、
児
童

手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
請
求
の
な
い
場
合
に
は

支
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
次
の
方
は

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
（
所
得

制
限
あ
り
＝
別
表
参
照
）。

①
義
務
教
育
就
学
前
の
子
ど
も
を

養
育
し
て
い
る
方
②
本
市
に
転
入
し
、

前
住
所
地
で
児
童
手
当
を
受
給
し
て

い
た
方

―
。

ま
た
、
現
在
受
給
し
て
い
る
方
で

も
③
出
生
な
ど
で
養
育
す
る
子
ど
も

が
増
え
た
と
き
④
子
ど
も
を
養
育
し

な
く
な
っ
た
と
き
⑤
退
職
等
に
よ
り

加
入
し
て
い
る
年
金
制
度
が
変
わ
っ

た
と
き

―
な
ど
は
届
け
出
が
必
要

で
す
。

□問
児
童
家
庭
課
�
50
―

６
０
８
２

所得額＝年間収入金額（平成11年分）－必要経費－80,000
（社会保険料等共通控除）－その他の諸控除

所得制限限度額 （単位：円）

扶養人数
国民年金加入者
年金未加入者

厚生年金等加入者

0人
1
2
3
4
5
6

1,700,000
2,080,000
2,460,000
2,840,000
3,220,000
3,600,000
3,980,000

3,610,000
3,990,000
4,370,000
4,750,000
5,130,000
5,510,000
5,890,000

あなたも確認を

県内のすべての事業場で働く労働者（パ
ート、アルバイトなどを含む）に適用され
る千葉県最低賃金（10月１日発効）と、特
定の業種の事業場で働く労働者に適用され
る産業別最低賃金（12月25日発効）が改正
されました。
この最低賃金額は、精皆勤手当、通勤手
当、家族手当、賞与、時間外手当、深夜手
当などは、含まない額です。
ご不明な点や相談は、労働基準監督署へ。
□問柏労働基準監督署�63－０２４５
24時間テレホンサービス�０４３－２

２１－４７００

！
千葉県最低賃金・産業別最低賃金

最低賃金件名

千葉県最低賃金

調味料製造業最低賃金

鉄鋼業最低賃金

一般機械器具製造業最低賃金

電気機械器具製造業最低賃金

精密機械器具製造業最低賃金

各種商品小売業最低賃金

自動車（新車）小売業最低賃金

最低賃金
（上段：日額、下段：時間額）

産
　
　
　
　
業
　
　
　
　
別

5,372円
672円
6,071円
759円
6,280円
785円
6,202円
776円
6,168円
771円
6,058円
758円
5,927円
741円
6,141円
768円

1 高齢者の自己負担（老人保健で医療を受けるときの負担）

注1）一部負担金を定額で徴収することを都道府県知事に届け出た診療所
注2）事前に市長の認定を受ける必要があります（申請は高齢者支援課へ）
注3）訪問看護に要する費用を定額で徴収することを都道府県知事に届け出た訪問看護ステーション

2 高額療養費の自己負担限度額

3 入院時の食事代の自己負担

4 住所地特例の対象拡大

5 海外療養費の創設

これまでは、海外で治療を受けた場合、国民健康保険は使えませんでしたが、他の医療保険制

度と同様に診療内容明細書、領収明細書（日本語の翻訳文、翻訳者の住所・氏名を明記）をそろ

えて国保年金課窓口に提出すれば、国民健康保険の給付の範囲で支給を受けることができるよう

になります。

問い合わせ
老人保健に関するもの…高齢者支援課�50－6080
国民健康保険に関するもの…国保年金課�50－6077

※市民税非課税世帯については、変更はありません
注4）市民税算定の基礎となる総所得金額が670万円程度以上の方
注5）同じ世帯で直近の12か月間に4回以上高額療養費の支給を受けたときには、4回目から表

の金額を超えた額が支給されます

※市民税非課税世帯については、変更はありません

項　目 改正前 改正後（平成13年1月1日から）

自己負担限度額
（過去12か月以
内に3回まで）

4回目以降の
自己負担額注5

一般
63,600円

一般
37,200円

一般63,600円（ただし、医療費が318,000円を超えた場合は、その
超えた分の１％を加えた額）

一　　　般 37,200円

上位所得者注4121,800円（ただし、医療費が609,000円を超えた場合
は、その超えた分の１％を加えた額）

項　目 改正前

入院時食事代の自己負担 1日760円 1日780円

改正後（平成13年1月1日から）

項　　　目 改　正　前

長期入院のため住所を
入院先の医療機関等に移
す場合の保険者

長期入院のため住所を移す場合、特
定の疾病によるときのみ、住所を移
す前の市町村の被保険者となる

長期入院のため住所を移す場
合、すべて住所を移す前の市町
村の被保険者となる

改正後（平成13年1月1日から）

項目 改正前 改正後（平成13年1月1日から）

外
来
の
と
き

医療費の1割を負担
ただし、同一の医療機関での負担額が、１か月に下記①②の額に達し
たときは、その後の自己負担はありません。

①医療機関で直接薬をもらった方…医療機関で3,000円（ベッド数が200
床以上ある大病院で受診した方は5,000円）

②医療機関で処方箋をもらい、薬局で薬をもらった方…医療機関で1,500
円、薬局で1,500円（ベッド数が200床以上ある大病院で受診した方は
それぞれ2,500円）

※定額制を選択した診療所注1での負担額は１日につき800円で、１か月
に5日以上通院した場合は、その月の5日目以降の通院の自己負担はあ
りません

一部負担金

１日530円

（月4回まで｡5回

目からは無料）

入
院
の
と
き

医療費の1割を負担
ただし、同一の医療機関での負担額が１か月に37,200円に達したとき
は、その後の自己負担はありません。
また、下記の①②に該当する方は、負担額が１か月に一定額に達した
ときは、その後の自己負担はありません。

①市民税非課税世帯に属する方注2等…24,600円
②①で老齢福祉年金を受給している方注2等…15,000円
※特定疾病に認定されている方の医療機関窓口での負担はこれまで
と変わりません

一部負担金
1日1,200円
①市民税非課税
世帯に属する方
注 2等 … 1 か 月
35,400円まで
②①で老齢福祉
年金を受給して
いる方注2…1日
500円

自己負担

1日250円

―

訪
問
看
護
を

受
け
た
と
き

老
人
高
額
医
療
費

支
給
制
度

老人保健の訪問看護に要する費用の１割を負担
ただし、同一の訪問看護ステーションでの負担額が１か月に3,000円に
達したときは、その後の自己負担はありません。

※定額制の訪問看護ステーション注3の場合は、１日600円。１か月に６
日以上、訪問看護を受けた場合は、6日目以降分の自己負担はありま
せん

新たに創設
同一世帯に１か月30,000円以上（市民税非課税世帯注2等は21,000円以上）
支払った老人保健対象者が複数いる場合は、合わせて37,200円（市民
税非課税世帯注2等は21,000円）を超えた額が払い戻されます。

上位所得者注470,800円

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

児
童
手
当
の
手
続
き

「
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
票
」
を

お
持
ち
の
方
は
、
更
新
手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。
継
続
申
請
を
次
の

日
程
で
受
け
付
け
ま
す
。
記
入
方
法

が
分
か
ら
な
い
方
や
変
更
事
項
・
相

談
の
あ
る
方
は
、
事
前
に
柏
保
健
所

に
問
い
合
わ
せ
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
当
日
都
合
の
つ
か
な
い
方

は
、
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
柏
保
健

所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療

受
給
券
の
継
続
申
請
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
柏
保
健
所
の
み
で

受
け
付
け
ま
す
。

▽
期
日
＝
平
成
13
年
２
月
２
日

�
、
３
月
９
日
�
▽
時
間
＝
９
時
30

分
〜
16
時
（
12
時
〜
13
時
を
除
く
）

▽
場
所
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
▽
持
ち

物
＝
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
票
お
よ

び
事
前
に
渡
し
て
あ
る
必
要
書
類

十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
、
次
の

資
格
を
有
す
る
方
は
、
医
師
法
等
に

医
療
従
事
者
の
方
は

届
け
出
を

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
票
の

更
新
手
続
き
を

よ
り
二
年
に
一
度
の
届
け
出
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
十
三
年

一
月
十
五
日
ま
で
に
柏
保
健
所
に
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
現
在
、
勤

務
を
し
て
い
な
く
て
も
、
届
け
出
が

必
要
で
す
。
用
紙
の
請
求
な
ど
詳
細

は
柏
保
健
所
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

▽
届
け
出
が
必
要
な
資
格
者
＝
医

師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
保
健
婦

（
士
）、
助
産
婦
、
看
護
婦
（
士
）、

准
看
護
婦
（
士
）、
歯
科
衛
生
士
、

歯
科
技
工
士

□問
柏
保
健
所
�
67
―

１
２
５
５



そ
の
他

映
画
・
公
演

大
会
・
試
合

会
員
募
集

（７） 平成12年12月15日（金曜日） 第９８４号

講
座
・
講
演

縦
　
　
覧

常磐自動車道測定結果（平成12年10月）

�昼60デシベル・朝夕55デシベル・夜50デシベルの協定値を超えた時間
�連続した3か月間に日平均値が0.04ppmを超えた日数（0.06ppmを超えた
日数）�日平均値が0.10�／�を超えた日が２日以上連続したことの有無

項　　目

�騒音

�NO2

�SPM

�日平均

交通量

若葉台

時　間 62 212 47 65

西初石 東初石 青　田

日 0（0） 0（0） 0（0） 0（0）

有　無 無 無 無 無

上　り

34,404台 49,827台 84,231台

下　り 合　計

①ワープロ（東芝ルポ）＝3000円②柏陽
幼稚園男児園服等＝格安③ぶらさがり
健康器＝格安④東深井中女子制服（160

～165㎝）＝格安⑤中学生男子学生服（165～170㎝）＝無料
⑥パイプハイベッド＝3000円⑦となりのトトロビデオテ
ープ＝格安⑧琴＝格安

第152回

今月は22日に
▽日時＝22日�12時15分～▽場

所＝市民ギャラリー▽テーマ＝世

界の作曲家シリーズNo.23トステ

ィ▽曲目＝セレナータ、夢、理想

の女（ひと）、マレキアーレほか

▽出演＝戸邉祐子（メゾ・ソプラ

ノ）、熊坂正実（バリトン）、森寿

美子（ピアノ）

□問社会教育課�50－６１０６

ビ
デ
オ
編
集
室
利
用
講
習
会

県
民
プ
ラ
ザ
の
ビ
デ
オ
編
集
室

の
機
器
の
操
作
方
法
を
学
ぶ
こ
と

に
よ
り
、
修
了
後
は
、
ビ
デ
オ
編

集
室
の
個
人
利
用
が
可
能
に
な
り

ま
す
。

▽
日
時
＝
平
成
13
年
１
月
20

日
�
10
時
〜
16
時
▽
場
所
＝
さ

わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ
（
柏
市
）

▽
定
員
＝
10
人
▽
受
講
料
＝
５
０

０
円
▽
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ

に
「
ビ
デ
オ
編
集
室
利
用
講
習

会
」、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
明
記
し
、
平
成
13
年
１

月
６
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７

７
―

０
８
８
２
柏
市
柏
の
葉
４
―

３
―

１
さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ

ザ
事
業
課
へ

□問
同
プ
ラ
ザ
�
40
―

８
６
１
５

ミ
ニ
環
境
講
座
（
未
来
の
子
ど

も
に
何
が
残
せ
る
か
）
＝
12
月
19

日
�
10
時
〜
12
時
、
文
化
会
館
。

定
員
40
人
（
先
着
順
）。
参
加
費

無
料
。
当
日
直
接
会
場
へ
□問
市
民

環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
流
山
・
土
井
�

59
―

３
４
１
０

お
正
月
用
ミ
ニ
門
松
一
組
＝
12

月
20
日
�
�
10
時
〜
12
時
�
13

時
〜
15
時
、
東
部
公
民
館
。
参
加

費
３
０
０
０
円
。
定
員
各
10
人

（
先
着
順
）。
事
前
に
電
話
で
申
し

込
み
を
□問
笠
原
�
44
―

５
２
１
４

ク
リ
ス
マ
ス
・
ギ
タ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
（
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

「
ミ
レ
ニ
ア
ム
」
主
催
）
＝
12
月

17
日
�
14
時
〜
16
時
、
南
流
山

セ
ン
タ
ー
。
入
場
料
２
３
０
０
円

□問
森
田
�
58
―

３
１
４
０

★
都
市
計
画
公
園
の
変
更
案
の

縦
覧▽

期
間
＝
12
月
25
日
�
ま
で

（
土
・
日
曜
を
除
く
）
▽
場
所
＝

公
園
緑
地
課
▽
内
容
＝
三
輪
野
山

１
号
公
園
ほ
か
３
公
園
の
変
更
案

□問
公
園
緑
地
課
�
50
―

６
０
９

２
囲
碁
新
春
大
会
（
流
山
囲
碁
同

好
会
主
催
）
＝
平
成
13
年
１
月
21

日
�
９
時
30
分
〜
17
時
、
文
化

会
館
。
参
加
費
１
５
０
０
円
（
昼

食
代
込
み
）
□問
陣
内
�
52
―

１
９

４
３県

営
住
宅
の
入
居
者
募
集

▽
募
集
期
間
＝
平
成
13
年
１
月

４
日
�
〜
15
日
�
▽
申
込
資
格
＝

①
申
込
者
が
日
本
国
籍
の
方
、
ま

た
は
外
国
人
で
在
留
資
格
が
永
住

者
お
よ
び
日
本
人
の
配
偶
者
等
の

方
②
同
居
親
族
の
あ
る
方
③
住
宅

に
困
窮
し
て
い
る
方
④
千
葉
県
内

に
住
民
登
録
を
し
、
居
住
し
て
い

る
方
⑤
基
準
を
満
た
す
保
証
人
が

い
る
方
⑥
収
入
基
準
に
適
合
し
て

い
る
方
※
①
〜
⑥
す
べ
て
に
該
当

す
る
方
▽
募
集
案
内
＝
市
都
市
計

画
課
窓
口
で
配
布
※
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
を

□問
県
ま
ち
づ
く
り
公
社
�
０
４

３
―

２
２
２
―

９
１
８
２

住
宅
ロ
ー
ン
総
合
相
談

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
勤
務
先

の
倒
産
等
に
よ
り
返
済
が
困
難
と

な
っ
た
方
で
、
一
定
の
要
件
に
該

当
す
る
場
合
、
返
済
期
間
の
延
長

等
の
新
特
例
措
置
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
住
宅
取
得
を
計
画

し
て
い
る
方
へ
の
資
金
計
画
相
談

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
返
済
条
件
の
変
更
に
つ

い
て
は
、
現
在
返
済
中
の
金
融
機

関
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問
住
宅
金
融
公
庫
南
関
東
支
店

�
０
１
２
０
―

３
２
６
０
９
８

放
送
大
学
の
学
生
募
集

▽
募
集
学
生
＝
①
全
科
履
修
生

②
選
科
履
修
生
③
科
目
履
修
生
▽

願
書
受
け
付
け
＝
12
月
15
日
〜

平
成
13
年
２
月
15
日
※
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
を

□問
放
送
大
学
東
京
第
三
学
習
セ

ン
タ
ー
�
０
３
―

５
２
４
４
―

２

７
６
０

国
の
教
育
ロ
ー
ン
（
国
民
生
活

金
融
公
庫
）

▽
対
象
＝
高
校
、
短
大
、
大
学
、

専
門
学
校
な
ど
に
入
学
・
在
学
す

る
子
ど
も
の
保
護
者
（
収
入
制
限

あ
り
）
▽
融
資
額
＝
２
０
０
万
円

以
内
（
学
生
・
生
徒
１
人
当
た
り
）

▽
返
済
期
間
＝
10
年
以
内
▽
利

率
＝
年
２
・
４
％
（
平
成
12
年
11

月
10
日
現
在
）

□問
国
民
生
活
金
融
公
庫
�
０
４

７
―

３
６
７
―

１
１
９
１

平
成
13
年
度
国
立
館
山
海
員
学

校
生
徒
募
集
（
平
成
13
年
４
月
１

日
か
ら
国
立
館
山
海
上
技
術
学
校

に
改
称
）

▽
対
象
／
定
員
＝
中
学
卒
業
生

（
卒
業
見
込
み
を
含
む
）
／
40
人

▽
試
験
日
＝
平
成
13
年
２
月
11

日
�
▽
申
し
込
み
＝
平
成
13
年
１

月
９
日
か
ら
２
月
６
日
ま
で
に
願

書
提
出

□問
館
山
海
員
学
校
�
０
４
７
０

―

22
―

１
９
１
２

松
戸
栄
暮
ら
し
の
無
料
相
談

▽
内
容
／
日
程
＝
①
介
護
相

談
／
平
成
13
年
１
月
15
日
�
・

29
日
�
②
税
務
相
談
／
１
月
９
日

�
・
23
日
�
・
31
日
�
③
年
金

相
談
／
１
月
11
日
�
・
25
日
�

④
法
律
相
談
／
１
月
16
日
�
・
24

日
�
・
30
日
�
⑤
法
律
・
介
護
相

談
／
１
月
24
日
�
▽
時
間
＝
10

時
〜
15
時
▽
会
場
＝
①
〜
④
は
松

戸
栄
暮
ら
し
の
相
談
セ
ン
タ
ー

（
松
戸
栄
郵
便
局
）
⑤
は
流
山
郵

便
局
▽
定
員
＝
各
４
人
（
先
着
順
）

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
を

□問
同
相
談
セ
ン
タ
ー
□問
０
４
７

―

３
６
０
―

６
６
１
２

ゆ
り
の
会
（
社
交
ダ
ン
ス
）
＝

毎
週
火
曜
19
時
〜
21
時
、
南
流

山
セ
ン
タ
ー
。
入
会
金
１
０
０
０

円
、
月
会
費
３
５
０
０
円
□問
川
島

�
45
―

２
９
３
２

玉
藻
書
道
＝
月
２
回
水
曜
13
時

〜
14
時
30
分
、
初
石
公
民
館
。

入
会
金
１
０
０
０
円
、
月
会
費
２

０
０
０
円
□問
田
村
�
59
―

３
９
０

２
翔
龍
会
（
詩
吟
）
＝
毎
週
木
曜

10
時
〜
12
時
、
主
に
名
都
借
福

祉
会
館
。
月
会
費
２
０
０
０
円
□問

黒
田
�
50
―

０
８
７
０

Ｃ
Ｓ
Ｃ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ

ブ
＝
毎
週
土
曜
９
時
〜
12
時
、
市

総
合
体
育
館
。
月
会
費
１
０
０
０

円
□問
板
垣
�
45
―

６
７
８
３

野
田
女
声
合
唱
団
＝
毎
週
金
曜

９
時
45
分
〜
12
時
30
分
、
主
に

東
深
井
福
祉
会
館
。
入
会
金
１
０

０
０
円
、
月
会
費
３
５
０
０
円
□問

西
本
�
54
―

１
６
７
９

ウ
ク
レ
レ
・
サ
ー
ク
ル
＝
�
毎

週
木
曜
19
時
〜
20
時
30
分
�
毎

週
土
曜
10
時
〜
12
時
、
い
ず
れ

も
初
石
公
民
館
。
入
会
金
２
０
０

０
円
、
月
会
費
２
０
０
０
円
□問
池

田
�
54
―

５
０
２
３

若
葉
サ
ー
ク
ル
（
卓
球
）
＝
第

３
・
４
日
曜
９
時
30
分
〜
11
時

30
分
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
□問
鷲

尾
�
45
―

３
３
３
８

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ
ク
ラ
ブ

（
ダ
ン
ス
）
＝
第
１
・
３
日
曜
13

時
〜
16
時
30
分
、
東
部
公
民
館
。

会
費
１
回
２
０
０
０
円
□問
田
村
�

73
―

１
９
４
５

焦
鉄
軍
気
功
＝
毎
週
日
曜
11
時

〜
12
時
、
主
に
赤
城
福
祉
会
館
。

入
会
金
１
０
０
０
円
、
月
会
費
２

０
０
０
円
□問
河
村
�
59
―

０
３
０
１

流
山
ダ
ン
ス
同
好
会
＝
�
毎
週

水
曜
13
時
30
分
〜
15
時
（
初
級
）

�
15
時
〜
17
時
（
中
・
上
級
）

③
毎
週
土
曜
14
時
〜
16
時

（
初
・
中
級
）、
い
ず
れ
も
文
化
会

館
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、
月
会

費
３
０
０
０
円
□問
矢
竹
�
43
―

０

７
３
８

金
子
ク
ラ
ブ
（
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
）
＝
毎
週
水
曜
19
時
30
分
〜

21
時
30
分
、
鰭
ケ
崎
小
体
育
館
。

月
会
費
１
０
０
０
円
□問
秋
谷
�
58

―

２
５
８
３
（
18
時
〜
）

カ
ル
ダ
ン
（
社
交
ダ
ン
ス
）
＝

毎
週
木
曜
19
時
〜
21
時
、
南
流

山
セ
ン
タ
ー
。
入
会
金
２
０
０
０

円
、
月
会
費
３
０
０
０
円
□問
木
戸

�
48
―

２
５
５
１

熟
年
か
ら
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
＝
第

１
・
３
木
曜
13
時
30
分
〜
16
時
、

主
に
赤
城
福
祉
会
館
。
月
会
費
１

０
０
０
円
□問
中
村
�
58
―

０
５
４
５

流
山
郵
趣
会
（
切
手
収
集
）
＝

第
４
日
曜
10
時
〜
12
時
、
主
に

赤
城
福
祉
会
館
。
年
会
費
１
５
０

０
円
□問
加
藤
�
59
―

２
７
８
７

内閣府　　　　　

国家公安委員会

防衛庁

総務省

法務省

外務省

財務省

文部科学省

厚生労働省

農林水産省

経済産業省

国土交通省

環境省　　　

□問中央省庁等改革推進本部事務局
�０３－３５３９－８９２０

現行の１府22省庁が大くくりに
再編成されます。

中央省庁が変わります
平成13年1月6日から
政府が1府12省庁体制に

例年、12月は登記関係の申請
などが急増し、窓口が大変込
み合います。
登記の申請や登記簿の謄

本・抄本・登記事項証明書、
印鑑証明書の交付などの請求
は、なるべく早めに提出する
ようにしてください。
なお、年末になって不動産や
会社の登記申請をすると、年内
に処理することができない場合
もあります。ご注意ください。
□問千葉地方法務局松戸支局
�０４７－３６３－６２７８

法務局からのお知らせ
年末の登記申請はお早めに

公
職
選
挙
法
に
基
づ
く
十

二
月
一
日
現
在
の
選
挙
人
名

簿
の
登
録
者
数
は
、
十
二
万

二
百
四
十
二
人
（
前
回
比
三

百
四
十
七
人
増
）
で
す
。

男
女
別
で
は
、
男
性
が
五

万
九
千
五
百
四
十
人
、
女
性

流山警察署初石交番は建物が老朽化したため、平成
13年３月23日までの間、建て替え工事により閉鎖しま
す。工事期間中は、流山警察署および江戸川台交番で
相談などを受け付けます。
□問流山警察署�59－０１１０
江戸川台交番�53－４０９３

流山警察署初石交番が一時閉鎖に
来年3月23日まで

「お譲りします」「さがしています」とも希望者は、官製ハガキ
に番号、品名、住所、氏名、電話番号を明記して、22日までに市コ
ミュニティ課へ。抽選は25日に行い、提供者から当選者に連絡しま
す。交渉は相対で行い、その結果を同課へ報告していただきます。
次号への掲載は「往復ハガキ」1枚で２点程度。価格は5,000円以
下とし、22日までに同課へで申し込みください。
申 し 込 み：〒270ー0192流山市役所コミュニティ課消費生活係
問い合わせ：コミュニティ課�50ー６０７６

������������������
������������������善意用品交換セール

①コタツ板（75㎝､新品）＝2000円②ダ
イニングテーブルとイス4脚＝5000円
③女性用スキーウエア上下セット＝

5000円④ディレクＴＶ受信セット＝5000円⑤パーティ
ードレス＝5000円⑥厚地カーテン（巾100×140㎝2枚、ピ
ンク､新品）＝800円⑦厚地カーテン（巾70×110㎝2枚、ピ
ンク､新品）＝700円⑧レースカーテン（巾100×60㎝2枚､
新品）＝500円⑨レースカーテン（巾165×70㎝､新品）＝
300円⑩コンビラック＝無料�男児スキーウエア（100
㎝）＝1000円�スノトレ（16㎝、ピンク）＝500円�女児
服（100㎝、16点）＝3000円�ベビー用カーシート＝5000
円�Ｂ型ベビーカー＝3000円�石油ファンヒーターと
灯油缶＝3000円�婦人靴（22.5㎝、ローヒール新品3点と
他4点）＝700円�ポーチ型だっこひも＝3000円�プラレ
ール、電車、ビデオ一式＝3000円�男児服（130～150
㎝）＝格安�４トン車タイヤチェーン（ダブル､バンドな
し､新品）＝相談�革ジャケット・スカート（9号、黒）＝
2000円�タイヤチェーン（165/80R14、185/R14）＝3000
円�ベビーベッド＝無料�乳幼児用おもちゃ（2箱）＝無
料�スキーブーツ（25㎝、黒）＝500円�布おむつ30組＝
1000円�16インチ自転車＝1500円�木製ハイチェア
（青）＝2000円�ゴルフシューズ（29㎝）＝3000円�ポケ
ットボードパレ（新品）＝3000円�アイススケート靴（23
㎝、白）＝4000円

が
六
万
七
百
二
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
登
録
者
数
の
発
表
は
、

正
確
な
有
権
者
数
を
把
握
す
る

た
め
、
年
四
回
行
っ
て
い
ま
す
。

□問
市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
�
50
―

６
１
０
０

選
挙
人
名
簿
の

登
録
者
を
発
表
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「広報ながれやま」は再生紙を使用しています

歯
周
病
は
歯
肉
が
腫
れ
た
り
出

血
す
る
歯
肉
炎
か
ら
始
ま
り
、
進

行
す
る
と
歯
を
支
え
て
い
る
骨
が

破
壊
さ
れ
る
病
気
の
こ
と
で
す
。

皆
さ
ん
は
「
歯
周
病
は
口
の
中

の
病
気
だ
か
ら
全
身
と
は
関
係
が

な
い
」
な
ど
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。
と
こ
ろ
が
歯
周
病
の
原
因
と

な
る
細
菌
や
細
菌
か
ら
出
る
毒
素

に
よ
っ
て
、
身
体
に
さ
ま
ざ
ま
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
特
に
歯
周
病
と
関
係
が
深
い

四
つ
の
『
キ
ー
ワ
ー
ド
』
に
つ
い

て
お
話
し
ま
し
ょ
う
。

①
心
臓
病
…
歯
周
病
で
歯
肉
に

炎
症
が
あ
る
と
細
菌
類
は
歯
肉
か

ら
血
液
中
に
入
り
、
心
臓
に
達
し

ま
す
。
そ
の
結
果
、
心
臓
病
に
よ

る
死
亡
や
心
筋
梗
塞
の
発
作
が
起

き
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

②
肺
炎
…
肺
炎
は
日
本
人
の
死

亡
原
因
の
四
番
目
で
す
が
、
六
十

五
歳
以
上
で
は
断
然
ト
ッ
プ
だ
と

い
う
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
た
か
。

な
ぜ
、
六
十
五
歳
以
上
の
肺
炎
患

者
が
多
い
の
か
。
そ
れ
は
年
を
と

る
と
殺
菌
作
用
の
あ
る
唾
液
の
量

が
減
る
こ
と
に
よ
っ
て
口
の
中
の

細
菌
が
増
え
る
た
め
と
、
反
射
神

経
が
衰
え
、
ム
セ
る
こ
と
が
な
く

無
意
識
の
う
ち
に
口
の
中
の
物
が

気
管
へ
誤
っ
て
流
れ
込
ん
で
し
ま

う
た
め
で
す
。
口
の
中
が
細
菌
の

巣
に
な
れ
ば
、
細
菌
が
そ
の
ま
ま

肺
へ
流
れ
込
む
わ
け
で
す
か
ら
当

然
、
肺
炎
に
な
り
や
す
い
の
で
す
。

③
糖
尿
病
④
喫
煙
…
こ
れ
ら
に

関
係
の
あ
る
人
は
細
菌
に
対
す
る

抵
抗
力
が
下
が
っ
て
い
る
た
め
、

歯
周
病
に
な
り
や
す
く
、
治
療
が

難
し
く
手
遅
れ
に
な
る
重
症
な
ケ

ー
ス
が
多
く
、
治
り
が
悪
い
、
再

発
し
や
す
い
と
い
っ
た
特
徴
が
み

ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
単
に
歯
周
病
が

口
の
中
の
病
気
だ
け
で
な
く
、
身

体
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
大
変
恐
ろ

し
い
病
気
だ
と
い
う
こ
と
を
お
わ

か
り
頂
け
ま
し
た
か
。

歯
周
病
を
予
防
す
る
こ
と
が
全

身
へ
の
健
康
へ
と
つ
な
が
り
ま

す
。
年
に
一
度
は
歯
科
医
院
で
の

検
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

〈
保
健
推
進
課
　
歯
科
衛
生
士
〉

実は恐ろしい歯周病

早
朝
ジ
ョ
ギ
ン
グ
で

ひ
と
汗
か
い
て
豚
汁
を

寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
家

の
中
に
こ
も
っ
て
い
な
い
で
、
こ

ん
な
と
き
こ
そ
外
で
体
を
動
か
し

て
温
ま
り
ま
し
ょ
う
。

市
教
育
委
員
会
と
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
会
で

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
の

つ
ど
い
「
豚
汁
ジ
ョ
ギ
ン
グ
」
を

開
催
し
ま
す
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ

で
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
た
あ

と
、
み
ん
な
で
豚
汁
を
食
べ
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ

う
。▽

期
日
＝
12
月
24
日
�
※
小

雨
決
行
▽
集
合
場
所
（
受
け
付
け

時
間
）
＝
八
木
北
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
（
６
時
50
分
）
▽
参
加
費
＝

２
０
０
円
（
豚
汁
代
）
▽
持
ち

物
＝
汗
ふ
き
タ
オ
ル
▽
申
し
込

み
＝
当
日
直
接
集
合
場
所
へ

□問
社
会
体
育
課
�
59
―

１
２
１
２

気温が下がり、空気が乾燥するこの季節、風邪やインフルエンザ

が流行しやすくなります。

特にインフルエンザは、いわゆる「普通の風邪」とは違い、感染力

が強く、いったん流行すると短期間で爆発的に広がるのが特徴です。

また、抵抗力の弱いお年寄りや子どもは、長引くと肺炎など重い症状

になる場合があるので、「かかったかな」と思ったら風邪だと軽く考え

ず安静にして休養をとり、早めに医師の診察を受けましょう。

【風邪やインフルエンザの予防策】

①こまめに手を洗い、うがいをする

②バランスのよい食事と十分な睡眠をとる

③室内を乾燥させない

④なるべく人込みを避ける

□問保健推進課�54－０３３１

インフルエンザにご用心！

Ｎ
Ｐ
Ｏ
実
務
研
修
講
座

来
年
１
月
20
日
か
ら
文
化
会
館
で

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
っ
て
何
？
」
と
い
う

方
か
ら
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
を
し
た

い
」「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
法
人
格
を
取
り

た
い
」
と
い
っ
た
方
ま
で
、
幅
広

い
層
を
対
象
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
実
務
研

修
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
民
間
非
営
利
組
織
）

と
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
市
民

活
動
を
意
味
す
る
も
の
で
、
平
成

十
年
に
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
）
が
施
行
さ
れ
、
市

民
活
動
を
行
う
団
体
が
法
人
格
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

講
座
は
、
来
年
一
月
か
ら
全
六

回
の
日
程
で
開
講
し
ま
す
。
コ
ー

ス
は
「
一
般
向
け
」
と
「
起
業
向

け
」
の
二
コ
ー
ス
。

一
般
向
け
コ
ー
ス
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
概
要
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

種
類
や
内
容
を
知
り
た
い
方
向
け

で
す
。

ま
た
、
起
業
向
け
コ
ー
ス
は
、

現
在
市
民
団
体
で
活
動
を
し
て
い

て
、
も
っ
と
活
動
の
場
を
広
げ
る

た
め
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
を
取
り
た

い
方
向
け
で
す
。

▽
日
程
＝
平
成
13
年
１
月
20

日
・
27
日
、
２
月
10
日
・
17
日
、

３
月
10
日
・
17
日
の
い
ず
れ
も

土
曜
（
全
６
回
）
▽
時
間
＝
13
時

30
分
〜
15
時
▽
場
所
＝
文
化
会

館
▽
内
容
＝
田
中
尚
輝
さ
ん
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
事
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事

務
局
長
）
に
よ
る
講
義
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

総
論
」
ほ
か
▽
対
象
＝
市
内
在

住
・
在
学
等
で
、
原
則
と
し
て
６

回
と
も
参
加
で
き
る
方
▽
定
員
＝

各
35
人
程
度
（
先
着
順
）
▽
申
し

込
み
＝
12
月
28
日
ま
で
に
電
話

で
企
画
調
整
課
へ

□問
企
画
調
整
課
�
50
―

６
０
６

４

新規学卒者の採用計画はありませんか？

新卒者に求人と採用枠の拡大を
今年度の新規学卒者の就職機会は例年になく制約されたも

のとなっており、就職内定率・求人倍率とも低い水準で推移

しています。

松戸公共職業安定所では、このような厳しい就職環境の中、

これから社会に出発しようとする新卒者の期待に応え、意欲

にあふれた職業生活が一人でも多く実現できるよう求人の申

し込みおよび採用枠の拡大に、ぜひともご協力を－と事業

主の方にお願いをしています。

採用計画または採用枠の拡大がある事業主の方は求人係ま

で連絡を。

□問松戸公共職業安定所�０４７－３４８－６１００

！

手賀沼の美しい風景をつ

づった「てがぬまカレンダ

ー２００１」を、きょう15

日から市役所環境保全課と

各出張所で配布します。

配布数は、環境保全課で

300部、各出張所で50部ず

つ。いずれも先着順。一人

一部限りです。希望者はお

早めに。

□問環境保全課�50－６０

８３

好評の手賀沼
カレンダー

きょう15日から配布

お
正
月
に
玄
関
な
ど
に
張
る

「
門
松
の
お
ふ
だ
」
を
自
治
会
な

ど
を
通
じ
て
、
今
月
二
十
日
か
ら

配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
自
治
会
に

加
入
し
て
い
な
い
方
や
転
入
し
た

て
の
方
に
は
、
各
出
張
所
、
各
公

民
館
で
配
布
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
緑
化
推
進
事
業
の
一

環
と
し
て
、
毎
年
実
施
し
て
い
る

も
の
で
す
。

□問
公
園
緑
地
課
�
50
―

６
０
９

２

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

展
開
中

地
域
で
さ
さ
え
あ
う
あ
っ
た
か

い
お
正
月

―
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
「
歳

末
た
す
け
あ
い
運
動
」
を
全
国
一

斉
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

県
共
同
募
金
会
流
山
市
支
会
で

は
、
自
治
会
や
関
係
機
関
な
ど
の

協
力
で
募
金
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。皆

さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
善
意

は
、
援
助
を
必
要
と
す
る
市
内
の

家
庭
や
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い

る
方
な
ど
に
直
接
配
ら
れ
ま
す
。

こ
と
し
も
皆
さ
ん
か
ら
の
温
か

い
善
意
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

□問
市
社
会
福
祉
協
議
会
�
59
―

４
７
３
５

今
年
も
皆
さ
ん
の
善
意
を

税の作文
コンクール

遠藤佳菜さんら
5人が受賞

税
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
お

う
と
、
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
で
は
、
中
学
生
に
よ
る
「
税
に

つ
い
て
の
作
文
」
を
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
こ
と
し
も
多
く
の
作
品
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
、
災
害
援
助
や
福

祉
の
充
実
な
ど
の
国
民
生
活
の
向

上
の
面
か
ら
税
金
の
大
切
さ
を
考

え
た
遠
藤
佳
菜
さ
ん
（
東
深
井
中

三
年
）
が
、
松
戸
税
務
署
管
内
納

税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞
最
優

秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

ま
た
、
次
の
皆
さ
ん
が
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

〈
五
十
音
順
・
敬
称
略
〉

▽
磯
辺
麻
美
（
東
深
井
中
３
年
）

▽
橋
本
久
美
（
西
初
石
中
３
年
）

▽
林
亜
由
子
（
南
部
中
３
年
）
▽

山
下
美
佳
（
常
盤
松
中
３
年
）

申し込み・問い合わせ
コミュニティ課�50－6076

第2回姉妹都市交流陶芸ツアー
本市の姉妹都市である相馬市と、いろいろな分
野で交流を広げようと「姉妹都市交流ツアー」を
行っています。今回は「陶芸ツアー」の2回目。自
分で成型した平皿や茶碗に、福島県重要有形文化
財指定窯元の15代田代清治右衛門さんがはね駒の
絵付けをして焼いてくれます。また、相馬市の陶
芸愛好家とも交流を深めます。

◎料金　14,500円（税込み）
※1泊4食、交通費、陶芸実習費を含む
※60歳以上の方は、14,000円

●日　　程　平成13年1月30日�～31日�
●コ－ス

１日目　松ケ丘ロータリー前（7：00）－南流山駅
東口（7：20）－流山市役所（7：30）－
初石公民館（7：45）－江戸川台駅西口
（8：00）－相馬ユ－トピア（昼食）－陶
芸実習－ユ－トピア（相馬市民との懇親会）

２日目 相馬ユ－トピア（8：00）－益子町内見
学－流山

●定　　員 30人（最少催行人員20人）
●申込締切　1月10日�　定員になり次第締め切り
●申込方法　電話でコミュニティ課へ
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12月24日

（東深井中3年）


